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研究要旨 

 東北大学病院が東北ブロックで唯一の小児がん拠点病院の指定を受け、東北ブロックに

おける小児がん医療提供体制の構築を行ってきた。宮城県、東北地区の小児がん診療病院

９施設間の小児がん症例の動態を把握し、東北地区特有の診療体制の構築に向けた、小児

がん患者の集約化と均てん化のバランスについて提唱した。具体的には、各小児がん診療

病院間の TVカンファレンスシステムの整備、セミナーのよるスタッフ教育支援、東北大学

病院での小児腫瘍センター設立による患者受け入れ態勢の構築を行ったので報告する。 

 

A. 研究目的 

 東北大学病院は東北ブロックで唯一の小

児がん拠点病院の指定を受け、東北ブロッ

クにおける小児がん医療提供体制の見直し

と構築を行う施設である。これまでの宮城

県、東北地区の小児がん診療病院９施設間

の小児がん症例の動態を把握し、東北地区

特有の診療体制の構築に向けた、小児がん

患者の集約化と均てん化のバランスについ

て提唱することを目的とした。 

 

B. 研究方法 

上記研究目的を達成するために、具体的

に、東北ブロック小児がん医療提供体制協

議会設立のもと、小児がん診療病院間の小

児がん症例の動態を把握した。小児がん診

療病院間の連携体制を強化するために、各

小児がん診療病院間の TV カンファレンス

システムの整備、セミナーのよるスタッフ

教育支援、東北大学病院での小児腫瘍セン

ター設立による患者受け入れ態勢の構築を

行った。 

 (倫理面への配慮) 

患者に関する個人情報の保護について十

分に配慮し、臨床情報をまとめた。臨床研

究に関する倫理指針（平成２０年厚生労働

省告示第４１５号）を遵守して行った。 

 

C. 研究結果 

小児がん診療病院間の小児がん症例の動

態について、宮城県内（図１）および東北

地区全体（図２、３）の概要をまとめた。

宮城県内では、血液腫瘍症例は東北大学病

院と宮城県立こども病院にて診療し、固形



腫瘍と脳腫瘍症例は主に東北大学病院にて

診療を行っている。東北地区内では、小児

がん診療病院９施設間では、少数例ながら

患者紹介と逆紹介例が把握された。しかし

ながら、地理的な要因からその症例数は少

数に留まっている。図４に東北ブロックに

おける小児がん診療体制の具体案を示す。

標準的な診療を要する症例は御家族の利便

性を考慮すると各県の小児がん診療病院に

て行うことが望ましく、小児がん拠点病院

に集約すべき症例は、再発あるいは難治性

症例、集学的治療を要する脳腫瘍症例、原

発性免疫不全症を基盤とする特殊な病態を

有する小児がん症例を提唱した。これによ

り、集約化と均てん化のバランスをとるこ

とが、今後の小児がん診療体制において重

要であると考えられた。図５に、具体的方

策として、各症例における病院間の個別の

連携の他に、TV会議ネット―ワーク構築に

よる診療連携は、東北地区においては特に

重要であり、既に宮城県立こども病院と月

１回の合同 TV 会議カンファレンスを定期

的に施行している。 

図６には、東北地区における診療スタッフ

の教育を目的としたセミナーなどの一覧表

を示した。また、集約化に対する症例の受

け入れ体制としては、東北大学病院がんセ

ンター内に、小児腫瘍センターを組織化し、

小児がんの入院、外来、相談支援体制の包

括的な医療提供体制を組織化した（図７）。 

 図１から図７までを挿入。 

 

D. 考察 

 小児がん症例の動態把握結果から、東北

地区の診療体制の特徴から、各県の小児が

ん診療病院にて診療がまとまっていること

が明瞭となった。標準的治療は患者の利便

性を考慮するとこの状況は利点が大きいと

考えられる。今後は、上記に示した小児が

ん拠点病院に集約すべき疾患や病態を提唱

して、集約化と均てん化のバランスを考慮

することが重要と考えられた。地理的な理

由からも、TV会議ネットワークのような遠

隔医療提供体制は不可欠であり、今後整備

を進める予定である。東北大学病院では、

成人を含めたがんセンター内に、小児腫瘍

センターを組織化し、包括的な小児がん医

療体制を構築した。今後は、このハード面

を基盤として、スタッフの充実と教育を通

じたソフト面の充実を継続する予定である。 

 

E. 結論 

宮城県、東北地区の小児がん診療病院９

施設間の小児がん症例の動態を把握し、東

北地区特有の診療体制の構築に向けた、小

児がん患者の集約化と均てん化のバランス

について提唱した。具体的に、各小児がん

診療病院間の TV カンファレンスシステム

の整備、セミナーのよるスタッフ教育支援、

東北大学病院での＜小児腫瘍センター＞設

立による患者受け入れ態勢の構築を行った。

今後は、更にスタッフ構成や教育の充実に

よるソフト面の強化を図っていく予定であ

る。 
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